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連隊長要望事項
・組織力の結集
・仲間を尊重し、家族を大切に

２ページ
　 ・派遣海賊対処行動支援隊
　　（第19次要員）帰国行事

３ページ
　 ・連隊本部を支える各科長特集 !!
　 ・令和５年度新隊員特技課程及び
　　 一般陸曹候補生課程後期教育
　 ・ちょっと一息～出羽で学ぼう～

４ページ
　 ・結婚しました♥
　 ・令和５年７月１日付昇任者紹介
　 ・令和５年８月１日付転出者紹介
　 ・令和５年８月１日付転入者紹介
　 ・令和５年８月１日付連隊内異動者紹介
　 ・新配置隊員紹介
　 ・令和５年度情報保全ポスター紹介
　 ・令和５年度第２四半期退官者紹介
　 ・ちょっと一息～出羽で学ぼう～（答え）
　 ・ＯＢ会だより
　 ・広報だより
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第６後方支援連隊
ホームページはこちらから

第６後方支援連隊ホームページアドレス　https：//ｗｗｗ.mod.go.jp/gsdf/neae/6d/unit_hp/6log_hp/index.html 第６後方支援連隊 検索

　

連
隊
は
、
令
和
五
年
八
月
二
十
八
日（
月
）

か
ら
九
月
一
日（
金
）ま
で
の
間
、
王
城
寺
原

演
習
場
に
お
い
て
第
一
回
連
隊
練
成
訓
練
を

実
施
し
た
。
本
訓
練
は
来
年
度
の
師
団
訓
練

検
閲
に
向
け
た
、
連
隊
統
制
に
よ
る
初
め
て

の
実
動
訓
練
で
あ
っ
た
。

　

本
訓
練
の
目
的
は『
新
領
域
に
お
け
る
戦

い
方
を
検
証
し
、
ま
た
遊
撃
対
処
要
領
を
演

練
し
て
、
強
靭
か
つ
持
続
性
の
あ
る
支
援
能

力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
各
大
隊
等
計

画
に
よ
る
訓
練
の
場
を
設
定
し
、
部
隊
に
お

け
る
弱
点
及
び
是
正
す
べ
き
事
項
を
克
服
す

る
。』こ
と
で
あ
る
。

　

連
隊
長
は『
目
的
意
識
の
徹
底
』『
安
全
管

理
の
徹
底
』『
健
康
管
理
の
徹
底
』の
三
点
を

要
望
事
項
に
掲
げ
、
各
大
隊
等
は
本
目
的
を

踏
ま
え
つ
つ
、
連
隊
長
要
望
事
項
を
具
現
化

し
、
所
望
の
成
果
を
獲
得
で
き
る
よ
う
連
隊

一
丸
と
な
っ
て
訓
練
に
臨
ん
だ
。

　

連
隊
は
引
き
続
き
、
師
団
訓
練
検
閲
に
向

け
、
段
階
的
に
所
望
の
練
度
を
積
み
上
げ
て

い
き
、
連
隊
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

【訓練開始式（連隊長訓示）】【訓練開始式（連隊長訓示）】

第
一
回
連
隊
練
成
訓
練

第
一
回
連
隊
練
成
訓
練

令
和
五
年
度

各大隊等計画訓練

【展開地における不審者対応訓練（補給隊）】【展開地における不審者対応訓練（補給隊）】

【新領域における戦い方検証に係る相互研修】【新領域における戦い方検証に係る相互研修】

【車両回収訓練（一整大）】【車両回収訓練（一整大）】

【銃操作訓練（本部付隊）】【銃操作訓練（本部付隊）】



出　　　羽出　　　羽 （2）令和５年10月６日第 99 号

　様々なご支援ありがと
うございました。任務完
遂、無事に帰隊できたの
はご支援の賜物です。あ
りがとうございました。

　任務完遂できたのは、
皆様の支えのおかげで
す。ありがとうござい
ました。

　多くの方の支援に感
謝いたします。引き続
きご指導ご鞭撻よろし
くお願いいたします。

　様 な々方 の々ご支援によ
り、連隊の代表として、無
事任務を完遂し帰国する
ことができました。本当に
ありがとうございました！

　一緒に派遣された
仲間達のお陰で楽し
く勤務できました。
全ての人に感謝。

　皆さんのお陰で無
事任務を終える事が
出来ました。
ワドゥマサンタハイ

　感謝感激
　たくさんの支援あ
りがとうございまし
た！

連隊本部
１尉　鈴木　　卓

第２整備大隊
３曹　尾崎　祐史

輸送隊
２尉　後藤　大輔

第２整備大隊
３曹　渡部　悠雅

第１整備大隊
３曹　亀井　龍二

補給隊
３曹　田村　　優

第１整備大隊
３曹　高橋　一貴

　

令
和
五
年
度
一
月
二
十
六
日（
木
）に
神
町
駐
屯
地
を
出
発
し
た

『
第
19
次
派
遣
海
賊
対
処
行
動
支
援
隊（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
）
』は
、
同
年
七

月
三
十
日（
日
）に
無
事
帰
国
し
ま
し
た
。

　

連
隊
か
ら
派
遣
さ
れ
た
七
名
は
、
イ
ン
ド
太
平
洋
の
西
端
に
位

置
す
る
ジ
ブ
チ
共
和
国
の
ソ
マ
リ
ア
沖
ア
デ
ン
湾
の
自
衛
隊
海
外

活
動
拠
点
に
お
い
て
、『
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
』実
現

の
一
翼
を
担
う
重
責
を
嚙
み
し
め
な
が
ら
、
一
致
団
結
し
て
各
種

訓
練
や
整
備
作
業
、
止
血
法
等
の
教
育
を
実
施
す
る
等
、
日
々
の
任

務
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

最
愛
の
家
族
、
友
人
等
と
離
れ
、
厳
し
い
環
境
で
任
務
を
完
遂
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
、
連
隊
一
同
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

♥【派遣海賊対処行動支援隊の任務】アフリカソマリア沖やアデン【派遣海賊対処行動支援隊の任務】アフリカソマリア沖やアデン
湾において、海上武装強盗・海賊被害から付近を渡航する船舶湾において、海上武装強盗・海賊被害から付近を渡航する船舶
を護衛する海賊対処行動部隊の活動拠点の警備や維持管理等のを護衛する海賊対処行動部隊の活動拠点の警備や維持管理等の
整備任務にあたり、海上自衛隊が実施する海賊対処任務の支援。整備任務にあたり、海上自衛隊が実施する海賊対処任務の支援。

補
給
整
備
２
班

補
給
整
備
２
班

派
遣
隊
員
紹
介

【陸曹５名、作業終了後のOFFSHOT!!】【陸曹５名、作業終了後のOFFSHOT!!】

【現地小学校を清掃活動中の渡部３曹】【現地小学校を清掃活動中の渡部３曹】
【伊軍主催のバレーボール大会に【伊軍主催のバレーボール大会に

　　　　　　　　参加の尾崎３曹】　　　　　　　　参加の尾崎３曹】
【JICAお土産プロジェクトで【JICAお土産プロジェクトで

　　　　　　絵を買った後藤２尉】　　　　　　絵を買った後藤２尉】

【海自護衛艦の出航見送り中の【海自護衛艦の出航見送り中の
　亀井３曹（左）と髙橋３曹（右）】　亀井３曹（左）と髙橋３曹（右）】

【統幕長　山崎陸将に対し施設案内する鈴木１尉】【統幕長　山崎陸将に対し施設案内する鈴木１尉】

Walcome home.And 
Walcome home.And 

it was cheers for 
it was cheers for 

good work!!good work!!

おかえりなさい。おかえりなさい。

そしてお疲れ様
でした！！

そしてお疲れ様
でした！！

【20次隊とのＶTＣ中の田村２曹】【20次隊とのＶTＣ中の田村２曹】
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守備位置

出 身

座右の銘

情 熱

頭 脳

体 力

走 力

特 技

元 気

守備位置

出 身

座右の銘

情 熱

頭 脳

体 力

走 力

特 技

元 気

守備位置

出 身

座右の銘

情 熱

頭 脳

体 力

走 力

特 技

元 気

守備位置

出 身

座右の銘

情 熱

頭 脳

体 力

走 力

特 技

元 気

３佐
宇賀神　誠

１尉
安藤　祐古

３佐
下山田　哲也

１尉
吉野　広治

第３科 第１科

第４科 第２科窓際族

◎ △（年相応）

○ ○

◎ △（上記同じ）

○ ○

○ △（上記同じ）

○ ○

△ △（上記同じ）

○ ○

△ △（経験と勘）

△ Ｃ

埼玉県（出生：栃木県） 出生：北海道　育ち：山形

福島県いわき市 （自称）宮崎  数年後には山形に変更予定

趣味：ゴルフ 美味しいもの情報収集

スポーツ全般 カナ入力（ブラインドタッチ）

日々精進 自灯明

１歩前進 人生、日々勉強
カレー食う者も好き好き

　「総合的な国力によって日本をどうやって守るか」「防衛力をもって
日本をどうやって守るか」「日本を守る防衛力をどうやって●●する
か」というように、日本を守るためにつくられ、３つの文書をまとめて

「３文書」というが、『国家安全保障戦略』『国家防衛戦略』もう一つ
は次のうちどれ。

A.防衛力強化計画　B.防衛力整備計画　C.防衛力支援計画
ヒント：●●には選択A ～ Cの太文字が入ります。

答えは４面にあります。

　令和４年12月に第３科長に上番しました宇賀神３佐です。今回、科
長特集として貴重な投稿の機会を与えていただきましたので、自己紹
介を兼ねてコメントさせていただきます。
　生まれは栃木県であり、高校卒業後（H10）に自衛隊へ入隊、新隊
員教育（前：宇都宮、後：朝霞）を経て、現在の東方後支隊の前身であ
る東方武器隊（307武整：朝霞）へ配置され、改編後の104全支大と
合わせ、幹部任官までの約12年間勤務してきました。幹部任官後は、
富教直支大（富士）、１後支連（練馬）、関西処（宇治）で勤務し、ＦＯＣ
修了後は、補統（十条）で現補職の前職となる勤務をしてきました。
　家族については、妻と娘（小３）のほか、犬（トイプードル）と共に埼
玉県草加市（イオンレイクタウン近傍）で暮らしています。
　３科長という重責にもかかわらず、知識・経験にも乏しく、また、関
西処勤務以降、部隊勤務から約６年離れていたこともあり、ご迷惑を
お掛けすることもあろうかと思いますが、３科一同、力を合わせて部隊
のために尽力していきますので、よろしくお願いします。

　令和６年２月に自衛隊生活を終える予定でしたが、２度目のその場
足踏みに引っ掛かり、令和５年３月の定期異動で１科長に上番しました。
２整大付隊長兼１係主任から、２度目の連隊勤務になります。
　連隊１科は、総務、庶務、人事、服務、文書、個人情報、広報と援護等、
何でも屋的な要素が多々あり、突発事項も日常茶飯事な部署ですが、
１５名が協力し合いながら、笑顔を忘れず、与えられた任務に邁進して
いるところです。円滑な業務を心掛けておりますので、引き続きご協
力をお願いします。（併せて、１科勤務希望者も随時募集しています。）
　私自身の職種は「通信」で、第６通信大隊に２士で配置されてから、
方面通信群、師団司令部、業務隊等で勤務させていただきました。
　家族構成は、同業者の夫（やっと単身赴任解除）、大学生の長女（な
ぜかスイスで農業実習中）、高校生の長男（陸上部の予定がなぜか登
山部）、次男の猫（家出中）です。
　定年まで残りわずかとなりましたが、老体にムチ打ちながら最後の
ご奉公を全うしたいと思っています。どうぞよろしくお願いします。

　今回は、第６後方支援連隊の広報紙「出羽」に投稿の機会
を頂きましてありがとうございます。私は、令和５年３月
13日付けで連隊本部の第４科長に上番しました。定年退職
まであと１年となりましたが、バックギアに入れることな
く、常に１歩前進の気持ちで仕事に邁進し、連隊幕僚として
の職務を全うしていきたいと思っています。
　自衛隊勤務は職種（航空科）勤務のほか、人事・総務の仕
事が多かったのですが、今回は第４科長ということで、連隊
が保有する装備品、物品等の管理・補給等について業務を促
進させ、微力ながら連隊の物的戦闘力の維持・増進に尽力し
ていく所存です、また、連隊長の要望事項である「組織力の
結集」及び「仲間を尊重し、家族を大切に」を４科内でも醸成
し、科内の団結・規律・士気を向上させ、他の部署からも信
頼される第４科を実践していきたいと思いますので、第４科
の隊員も含めてどうぞよろしくお願いします。

　第２科長に上番中の吉野１尉です。普段、自生についてあま
り話していないので、この機会に知っていただけたら幸いです。
　生まれは、福岡県小郡市、高校卒業までは福岡、宮崎、沖縄で育
ちました。自衛隊に入隊してからは、４高特群、７高特群、西方無偵
隊、第３師団司令部、６師団司令部、６情隊を経て、今に至っています。
　今は東北勤務も長くなりましたが、実は東方を除く各方面隊
で勤務を経験しています。その経験を活かし、後方支援連隊の
情報を的確に回転させ、連隊長の状況判断に資するよう、引き
続き精進していきます。座右の銘にもあるとおり、日々勉強の
連続であると考えます。同じ毎日ではないため、毎日を反省し
明日に反映させることが大事であると考えます。横着せずに一
歩一歩を確実に前進しますので、第２科をよろしくお願いしま
す。また、カレーを座右の銘に出しているのは、単にカレー好き
だけではなく、カレーで幹部になったからです。視認情報の他
に美味しいカレー情報もお待ちしています。

　

連
隊
は
、
七
月
三
日（
月
）
か
ら
九

月
二
十
九
日（
金
）
ま
で
の
間
、
令
和

五
年
度
新
隊
員
特
技
課
程
及
び
一
般

陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
教
育
を
実
施

し
た
。

　

本
教
育
を
担
当
し
た
武
器
科
隊
員

担
当
の
早
瀬
区
隊
長
は『
勇
猛
精
進
』

を
、
需
品
科
隊
員
担
当
の
板
垣
区
隊

長
は『
強
く
正
し
く
』
を
、
衛
生
科
隊

員
担
当
の
大
谷
区
隊
長
は『
Ｍ
ま
じ

め　

Ｅ
え
が
お　

Ｄ
ど
根
性
』
を
要

望
事
項
と
し
、
部
隊
の
即
戦
力
と
な

れ
る
よ
う
基
本
的
な
知
識
、
技
能
を

修
得
さ
せ
、
本
教
育
を
終
了
し
た
。【武器科新教】【武器科新教】

７／３～９／ 29７／３～９／ 29
【需品科新教】【需品科新教】
７／３～９／１７／３～９／１

【衛生科新教】【衛生科新教】
７／３～９／ 15７／３～９／ 15

【神町納涼祭に参加!!】【神町納涼祭に参加!!】
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令
和
五
年
度

第
２
四
半
期
退
官
者
紹
介

　
長
年
の
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
第
六
後
方
支
援
連
隊
隊
員
一
同

▼
本
部
付
隊

　
　
曹
長
　
　
宮
川
　
貴
志

▼
第
二
整
備
大
隊

　
　
三
尉
　
　
沼
舘
　
芳
郎

　
　
准
尉
　
　
菅
野
　
隼
人

　
　
曹
長
　
　
菅
原
　
　
斎

　

異
常
気
象
と
も
言
え
る
暑

い
日
が
、
台
風
の
ご
と
く
過

ぎ
去
り
、
今
で
は
朝
夕
の
肌

寒
さ
に
秋
の
訪
れ
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

広
報
班
は
、
今
後
も
よ
り

良
い
広
報
紙
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
連
隊
協
力
団
体
皆
様

の
ご
支
援
、
隊
員
の
皆
さ
ん

の
投
稿
記
事
等
の
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
次
号
の
連
隊
広
報

紙『
出
羽
』
が
一
○
○
号
と

な
る
こ
と
で
記
念
号
と
し
て

『
出
羽
』の
歴
史
を
振
り
返
り
、

部
内
外
問
わ
ず
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
準
備
中
で
す
。

乞
う
ご
期
待
。

広広
　　

報報    

だ
よ
り

だ
よ
り

結
婚
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
整
備
大
隊
施
設
整
備
隊

二
等
陸
曹　
平
間
　
裕
二

　
私
事
で
す
が
、
八
月
四
日
『
箸
の
日
』
に
入
籍
し
ま
し
た
。
今
ま

で
趣
味
に
生
き
る
人
生
を
送
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
と
ん
と
ん
拍
子
で
結
婚
が
至
り
ま
し
た
。
ま

さ
か
自
分
が
結
婚
す
る
な
ん
て
想
像
も
し
て
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
妻
は
安
心
感
が
あ
り
、
お
互

い
の
趣
味
を
一
緒
に
楽
し
め
る
素
敵
な
方
で
す
。

　
今
後
は
家
庭
を
第
一
に
趣
味
は
程
々
に
続
け

て
い
き
ま
す
。
結
婚
生
活
は
、
嬉
し
さ
も
楽
し

さ
も
二
倍
で
す
。
二
本
が
揃
っ
て
初
め
て
ペ
ア

に
な
る
お
箸
の
よ
う
に
お
互
い
支
え
合
っ
て
幸

せ
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

結
婚
し
ま
し
た

　
　
　
　
第
二
整
備
大
隊
直
接
支
援
中
隊
直
接
支
援
小
隊

二
等
陸
曹　
古
家
　
隼
之
介

　
第
二
整
備
大
隊
直
接
支
援
中
隊
直
接
支
援
小
隊
の
古
家
二
曹
で

す
。
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
令
和
五
年
二
月
二
十
五
日
に
入
籍
し

ま
し
た
。
妻
と
は
毎
日
楽
し
い
結
婚
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
妻

の
好
き
な
と
こ
ろ
は
一
緒
に
い
て
楽
し
い
所
で
す
。
休
日
に
は
釣

り
を
し
た
り
他
愛
も
な
い
会
話
を
し
た
り
、
日
々
幸
せ
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
結
婚
し
た
こ
と
で
今

ま
で
以
上
に
、
公
私
と
も
に
責

任
感
が
増
し
た
気
が
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
二
人
で
色
々
な
思
い

出
を
作
り
楽
し
い
生
活
を
送
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

私
の
家
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
整
備
大
隊
火
器
車
両
整
備
中
隊

三
等
陸
曹　
久
保
田
　
功
一

　

私
は
令
和
四
年
十
一
月
四
日
に
入
籍
し

ま
し
た
。
私
の
妻
は
と
て
も
几
帳
面
な
性
格

を
し
て
お
り
、
汚
れ
た
体
で
家
へ
帰
る
と
、

お
風
呂
が
沸
い
て
い
た
り
、
ご
飯
が
出
来
て

い
た
り
、
布
団
や
シ
ー
ツ
が
キ
レ
イ
に
な
っ

て
い
た
り
と
、
家
事
の
ほ
と
ん
ど
を
行
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
も
こ
の
よ
う
に
家
事
を
し
て
く
れ
て
い
る
妻
に
、
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
に
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
の
家
事
は
、
私
が

行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
と
し
た
時
に
、
ど
う
で
も
よ
い
話
で
笑
い
合
え
る
今
の
家
庭

が
、
本
当
に
大
好
き
で
す
。
こ
の
家
庭
を
、
何
時
ま
で
も
守
れ
る

よ
う
に
日
々
の
恒
常
業
務
や
訓
練
等
頑
張
り
ま
す
。

結
婚
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
給
隊

三
等
陸
曹　
大
川
　
達
也

　
令
和
五
年
五
月
一
日
に
入
籍
し
ま
し
た
。
妻
と
は
同
じ
部
隊
で

よ
く
お
酒
を
飲
み
に
行
っ
た
り
、
遊
び
に
行
く
よ
う
に
な
り
交
際

を
始
め
ま
し
た
。
お
互
い
旅
行
に
行
く
こ
と
が
好
き
で
日
本
全
国

旅
行
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
八
月
十
二
日
に
猫
を
飼
い

始
め
、
名
前
は〝
じ
ゅ
う
べ
え
〟
と

名
付
け
ま
し
た
。
生
後
五
か
月
な
の

で
子
猫
で
す
。
二
人
で
大
切
に
育
て

て
家
族
で
幸
せ
な
家
庭
を
築
い
て
い

き
ま
す
。

優
秀
賞

　

▼
本
部
付
隊　
　
　
　
陸
士
長　
　
小
西　
太
一

　

▼
第
二
整
備
大
隊　
　
陸
士
長　
　
高
橋　
優
蒔

　

▼
衛
生
隊　
　
　
　　
一
等
陸
士　
井
手
段　
心

Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り

▼
事
務
局
か
ら

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読
書
の
秋
、
食
欲
の
秋
、
Ｏ
Ｂ
会
の
皆

様
は
ど
の
よ
う
な
秋
を
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
健
康
に

留
意
さ
れ
、元
気
に
楽
し
く
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

▼
こ
れ
ま
で
の
実
施
事
項

　
一　
派
遣
海
賊
対
処
行
動
支
援
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
19
次
要
員
）帰
国
行
事
参
加

（
七
月
三
十
日
）

　
二　
令
和
五
年
度
第
二
回
役
員
会（
駐
屯
地
広
報
セ
ン
タ
ー
）

　
（
十
月
一
日
）

　
三　
広
報
紙「
出
羽
」九
十
九
号
の
発
刊
・
発
送　

　
　
（
十
月
六
日
）

▼
今
後
の
予
定

　
一　
令
和
五
年
度
第
三
回
役
員
会（
駐
屯
地
広
報
セ
ン
タ
ー
） 

 （
十
二
月
初
旬
）

　
二　
広
報
紙「
出
羽
」百
号
の
発
刊
・
発
送　
（
一
月
上
旬
）

答えは、B.防衛力整備計画
　防衛力整備計画とは、概ね１０年後の
自衛隊の体制、５か年の経費の総額や主
要装備品の整備量など、中期的な整備
計画を示したものです。

▼
一
等
陸
尉
へ

　
　
本
部
付
隊

　
　
　
　
　
毛
利　
純
也

　
　
第
二
整
備
大
隊

　
　
　
　
　
白
幡　
祐
介

　
　
補
給
隊

　
　
　
　
　
陰
山　
悠
介

　
　
輸
送
隊

　
　
　
　
　
今　
　
大
地

▼
二
等
陸
尉

　
　
第
一
整
備
大
隊

　
　
　
　
　
播
磨　
宏
人

　
　
第
二
整
備
大
隊

　
　
　
　
　
浪
岡　
大
介

　
　
補
給
隊　

　
　
　
　
　
小
笠
原　
誉

　
　
衛
生
隊　

　
　
　
　
　
中
村　
圭
滋

▼
三
等
陸
尉

　
　
第
二
整
備
大
隊

　
　
　
　
　
齋
藤　
美
紀

▼
准
陸
尉

　
　
第
一
整
備
大
隊

　
　
　
　
　
熊
谷　
一
徳

▼
陸
曹
長

　
　
本
部
付
隊

　
　
　
　
　
佐
藤　
健
太

　
　
補
給
隊

　
　
　
　
　
児
玉　
順
一

　
　
輸
送
隊

　
　
　
　
　
大
山　
　
恵

▼
一
等
陸
曹

　
　
本
部
付
隊

　
　
　
　
　
清
野　
賢
士

　
　
第
一
整
備
大
隊

　
　
　
　
　
佐
々
木
慶
太
郎

　
　
　
　
　
矢
作　
佑
樹

　
　
第
二
整
備
大
隊

　
　
　
　
　
武
田　
明
石

　
　
　
　
　
岩
崎　
祐
治

　
　
　
　
　
内
海
ひ
か
る

　
　
　
　
　
草
野　
　
実

　
　
補
給
隊

　
　
　
　
　
山
口　
和
則

▼
二
等
陸
曹

　
　
本
部
付
隊

　
　
　
　
　
川
村　
結
輝

　
　
第
一
整
備
大
隊

　
　
　
　
　
髙
橋　
里
帆

　
　
　
　
　
関　
　
将
大

　
　
第
二
整
備
大
隊

　
　
　
　
　
後
藤　
孝
宜

　
　
　
　
　
古
家
隼
之
介

　
　
　
　
　
先
崎　
竹
紀

　
　
　
　
　
小
原　
遊
佑

　
　
補
給
隊　

　
　
　
　
　
山
田　
美
幸

　
　
輸
送
隊　

　
　
　
　
　
堺　
　
和
久

▼
三
等
陸
曹

　
　
第
一
整
備
大
隊

　
　
　
　
　
猪
野　
由
衣

　
　
　
　
　
斉
藤　
昂
佑

　
　
　
　
　
阿
部　
寛
大

　
　
第
二
整
備
大
隊

　
　
　
　
　
大
西　
怜
圭

　
　
　
　
　
肥
後
捺
々
子

　
　
　
　
　
岩
松
み
の
り

▼
一
等
陸
士

　
　
輸
送
隊

　
　
　
　
　
小
枝　
優
斗

▼
連
隊
本
部
か
ら

　
　
一
尉　
新
田
有
里
香
（
中
央
輸
送
隊
）

▼
第
一
整
備
大
隊
か
ら

　
　
一
尉　
中
山　
一
之
（
高
等
工
科
学
校
）

　
　
二
尉　
米
﨑　
郁
成
（
第
八
後
方
支
援
連
隊
）

　
　
三
曹　
國
井　
　
成
（
中
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

　
　
三
曹　
五
十
嵐
将
也
（
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

▼
第
二
整
備
大
隊
か
ら

　
　
二
尉　
國
分　
裕
次
（
第
九
後
方
支
援
連
隊
）

　
　
二
尉　
佐
藤　
　
勉
（
東
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

　
　
二
曹　
佐
久
間
義
行
（
東
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

　
　
二
曹　
阿
部　
博
充
（
補
給
統
制
本
部
）

　
　
三
曹　
岡
田　
拓
磨
（
第
一
後
方
支
援
連
隊
）

▼
補
給
隊
か
ら

　
　
二
曹　
渡
部　
友
太
（
第
六
師
団
司
令
部
付
隊
）

　
　
三
曹　
梅
内　
智
尚
（
第
二
後
方
支
援
連
隊
）

　
　
三
曹　
鈴
木　
彩
花
（
第
七
後
方
支
援
連
隊
）

　
　
三
曹　
藤
井　
直
紀
（
中
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

▼
輸
送
隊
か
ら

　
　
二
曹　
鈴
木　
　
優
（
東
部
方
面
総
監
部
付
隊
）

　
　
三
曹　
後
藤　
利
那
（
輸
送
学
校
）

▼
衛
生
隊
か
ら

　
　
一
尉　
和
知　
宏
明
（
仙
台
病
院
）

　
　
二
尉　
齋
藤　
玲
子
（
仙
台
病
院
）

　
　
二
曹　
野
呂　
　
唯
（
第
十
後
方
支
援
連
隊
）

　
　
二
曹　
月
田　
孝
弘
（
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

　
　
三
曹　
桐
田　
俊
彦
（
第
六
特
殊
武
器
防
護
隊
）

▼
第
二
整
備
大
隊
へ

　
　
一
尉　
時
川　
義
平
（
東
北
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
）

　
　
曹
長　
太
田　
敏
和
（
補
給
統
制
本
部
）

　
　
三
曹　
小
田
島
圭
吾
（
第
一
後
方
支
援
連
隊
）

▼
補
給
隊
へ

　
　
一
曹　
大
場　
康
裕
（
第
六
師
団
司
令
部
付
隊
）

　
　
一
曹　
斉
藤　
巨
樹
（
東
北
方
面
後
方
支
援
隊
）

▼
輸
送
隊
へ

　
　
三
尉　
八
巻　
憲
和
（
輸
送
学
校
）

　
　
准
尉　
庄
司　
孝
幸
（
輸
送
学
校
）

　
　
二
曹　
吉
成　
隆
史
（
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

▼
衛
生
隊
へ

　
　
二
曹　
佐
藤　
幸
久
（
東
部
方
面
衛
生
隊
）

▼
連
隊
本
部
へ

　
　
二
尉　
後
藤　
大
輔
（
輸
送
隊
）

　
　
三
尉　
齋
藤　
美
紀
（
第
二
整
備
大
隊
）

▼
第
二
整
備
大
隊
へ

　
　
二
尉　
福
士　
健
一
（
連
隊
本
部
）

▼
第
一
整
備
大
隊

　
　
火
器
車
両
整
備
中
隊

　
　
　
二
等
陸
士　
長
内　
大
空

　
　
　
二
等
陸
士　
松
橋　
桜
花

　
　
施
設
整
備
隊

　
　
　
二
等
陸
士　
工
藤　
珀
琉

▼
第
二
整
備
大
隊

　
　
第
一
普
通
科
直
接
支
援
中
隊

　
　
　
二
等
陸
士　
五
十
嵐
拓
海

　
　
　
二
等
陸
士　
宗
形　
茉
依

　
　
　
二
等
陸
士　
百
々
深
優
妃

　
　
　
二
等
陸
士　
村
上　
幸
星

　
　
　
二
等
陸
士　
浅
野　
敬
大

　
　
第
三
普
通
科
直
接
支
援
中
隊

　
　
　
二
等
陸
士　
菊
地　
　
歩

　
　
　
二
等
陸
士　
高
橋　
虹
成

　
　
偵
察
直
接
支
援
小
隊

　
　
　
二
等
陸
士　
佐
藤
誠
一
郎

▼
補
給
隊

　
　
　
二
等
陸
士　
安
齋　
　
萌

　
　
　
二
等
陸
士　
猪
俣　
日
向

　
　
　
二
等
陸
士　
山
崎　
拓
斗

　
　
　
二
等
陸
士　
髙
橋
こ
と
り

▼
衛
生
隊

　
　
　
二
等
陸
士　
山
本
明
日
香

　
　
　
二
等
陸
士　
有
馬
ひ
な
の

　
　
　
二
等
陸
士　
鈴
木
の
ど
か

　
　
　
二
等
陸
士　
岩
﨑　
渓
太

　
　
　
二
等
陸
士　
水
木　
啓
太

▼
本
部
付
隊
へ

　
　
一
曹　
清
野　
　
勇
（
東
北
補
給
処
）

▼
第
一
整
備
大
隊
へ

　
　
一
尉　
小
髙　
健
司
（
武
器
学
校
）

　
　
三
尉　
矢
萩　
高
弘
（
第
一
〇
一
高
射
特
科
隊
）

　
　
二
曹　
藤
原　
　
毅
（
東
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

　
　
二
曹　
工
藤　
吉
久
（
東
北
補
給
処
）

令
和
五
年
七
月
一
日
付

令
和
五
年
八
月
一
日
付

令
和
五
年
八
月
一
日
付

令
和
五
年
度

令
和
五
年
八
月
一
日
付

昇
任
者
紹
介

昇
任
者
紹
介

転
出
者
紹
介

転
出
者
紹
介

令
和
五
年
八
月
一
日
付

連
隊
内
異
動
者
紹
介

連
隊
内
異
動
者
紹
介

新
配
置
隊
員
紹
介

新
配
置
隊
員
紹
介

情
報
保
全
ポ
ス
タ
ー
紹
介

情
報
保
全
ポ
ス
タ
ー
紹
介

転
入
者
紹
介

転
入
者
紹
介

最優秀賞
第１整備大隊　

３等陸曹　　松川　千寛

♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥

♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥


